
      令和８年７月 15日 

 

公益社団法人福井県労働基準協会 嶺南支部長 殿 

 

 

交通労働災害防止及び熱中症災害防止の推進に関する要請書 

 

日頃より、労働基準行政の推進に格別の御配慮を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、福井県内では、令和７年に交通事故による労働災害(交通労働災害)が 38件発生してお

り、令和８年も６月末現在で 11件発生しております。敦賀労働基準監督署管内（嶺南地域）で

も、令和８年４月以降、自動車を運転中に死亡事故や重篤な負傷を伴う事故が続けて発生して

おります。 

自動車による交通事故は、運転者本人だけではなく、同乗者も死亡・負傷することがあり、

また、対向車、歩行者等第三者を死亡・負傷させるなど重大な災害となるおそれがあります。 

この交通労働災害を防止するためには、点呼や安全衛生教育の実施など「交通労働災害防止

のためのガイドライン」を遵守していただくことが重要であります。 
 

また、福井県内は梅雨明け前ではありますが、既に真夏日が続いており、熱中症災害が懸念

されるところであります。昨年１年間の全国の職場における熱中症の発生状況（全国の確定値）

を見ると、死亡を含む休業４日以上の死傷者は 1,803人で、業種別にみると、製造業 365人、

建設業 292人、商業 237人、運送業 220人、警備業 199人であり、全業種の中で製造業、商業

は熱中症の発生が多い業種であります。 

熱中症に係る死亡災害では、熱中症予防のための労働衛生教育の実施を確認できなかった事

例や、糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病や所見を有してい

る者への配慮を行っていなかった事例も認められ、熱中症対策に係る点検も重要となっており

ます。 
 

貴団体におかれましては、これまでも、労働災害防止対策を推進いただいているところです

が、現在、夏の交通安全県民運動の期間中(７月 11日～７月 20日)であり、梅雨明け時期でも

ありますので、別添のリーフレットを用いて、会員事業場の交通労働災害及び熱中症災害防止

を推進していただきますよう、お願い申し上げます。 
 
  

 

敦賀労働基準監督署長 
   

【別添リーフレット】 

〇交通労働災害を防止するために 
  

〇職場における熱中症防止のためのガイドラインを参考に 

熱中症を効果的に防止しましょう！ 



 

【参考サイトについて】 

〇交通労働災害を防止するために 

 

 

 

 

 

〇交通労働災害の現状と防止対策 

 

 

 

 

 

〇交通労働災害防止のためのガイドライン 

 

 

 

 

 

〇職場における熱中症防止のためのガイドラインを参考に熱中症を効果的に防止しましょう！ 

 

 

 

 

 

〇働く人の今すぐ使える熱中症ガイド 


